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ご 

挨 
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

理
事
長 

 

吉 

永 

龍 

暘 
 

 
 
 

謹
啓 

会
員
の
皆
々
様
に
は
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
格
別

の
お
引
き
立
て
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
理
事
長
吉
永
洲
神
の
逝
去
に
伴
い
、
理
事
長
に
は
吉
永
龍
暘
が
就
任
致
し
ま

し
た
。
決
意
を
新
た
に
、
今
後
も
こ
の
道
の
発
展
に
精
進
致
し
ま
す
。
何
卒
高
承
の
上
、

変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

尚
、
新
会
長
に
は
六
月
一
日
付
に
て
吉
永
龍
奏
に
引
き
継
ぎ
を
致
し
ま
し
た
。
吟
道

の
普
及
活
動
に
精
進
致
す
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

又
南
洲
吟
道
会
創
立
四
十
五
周
年
記
念
吟
道
大
会
で
は
、
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り

盛
大
裏
に
終
了
致
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
、
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皆
々
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
、
益
々
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

謹
白 

 

ご 

あ 

い 

さ 

つ 
 
 
 
 

 

会 
 

長 
 

吉 

永 

龍 

奏 
 
 

  

生
誕
九
十
年
を
迎
え
る
前
理
事
長
・
洲
神
が
、
四
十
五
歳
頃
に
創
設
し
た
南
洲
吟
道

会
。
愚
娘
の
私
も
既
に
齢
五
十
で
す
。
移
り
行
く
時
代
と
共
に
、
吟
詠
人
口
は
減
る
一

方
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
は
、
そ
の
理
由
の
追
求
を
怠
る
こ
と
な
く
、
ま
た
二
本
の
柱

を
志
と
し
、
ご
賛
同
頂
け
る
方
々
と
人
生
を
共
に
致
し
た
く
、
生
涯
現
役
を
貫
く
覚
悟

で
す
。
幾
重
に
も
広
が
る
吟
詠
の
楽
し
み
方
を
伝
え
ゆ
く
為
に
、
会
員
皆
様
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

◎ 

故
吉
永
洲
神
理
事
長
の
追
悼 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

洲
神
会 

佐
藤
龍
廣 

 

 

（
一
）
訃
報
と
遷
霊
祭
及
び
神
葬
祭 

 
 

 
 
 

故
吉
永
安
治
（
洲
神
）
儀
去
る
一
月
三
十
日
午
後
二
時
五
十
五
分
享
年 

八
十
九
歳
永
眠
、
遷
霊
祭
二
月
十
日
午
後
六
時
、
葬
場
祭
二
月
十
一
日 

 
 

 
 

午
前
九
時
三
十
分
。
式
場:

堀
ノ
内
斎
場
、
喪
主
：
吉
永
洋
子
（
龍
暘
） 

 
 

 
 

遷
霊
祭
、
葬
場
祭
の
模
様
は
左
記
の
写
真
を
参
照
下
さ
い
。 

           

（
二
）
日
本
吟
道
学
院
へ
の
貢
献 

 
 

 
 
 

南
洲
吟
道
会
の
発
足
は
、
洲
神
先
生
が
昭
和
五
十
一
年
設
立
。
龍
神
先
生 

 
 
 

 
 

 
 

の
「
日
本
吟
道
学
院
」
が
昭
和
五
十
五
年
創
立
と
同
時
に
、
一
吟
洗
心
・
吟 

 
 

道
報
恩
の
精
神
に
賛
同
し
、
昭
和
五
十
五
年
に
入
会
認
可
団
体
と
な
っ
た
。 

洲
神
先
生
は
、
日
本
吟
道
学
院
の
本
部
に
事
務
局
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
た 

 
 
 

 
 

 
 

後
に
、
役
職
は
、
昭
和
六
十
一
年
理
事
、
平
成
五
年
常
務
理
事
待
遇
に
、
平

成
七
年
常
務
理
事
、
更
に
平
成
十
五
年
副
総
裁
へ
、
平
成
二
十
年
退
任
以
降

最
高
顧
問
と
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
勤
め
ら
れ
た
。 

西郷南洲翁揮毫 

 
 

会 

報 

「
敬
天
愛
人
」
第
五
十
号 

 

発
行
日 
 

令
和
元
年
七
月
十
五
日 

編
集
人 

 

南
洲
吟
道
会 

 

広
報
局
局
長 

佐
藤
龍
廣 

 
 

発
行
人 

 

理
事
長 

吉
永
龍
暘
・
会
長 

吉
永
龍
奏 

 
 

発
行
所 

 

〒
一
六
五-

〇
〇
三
五 

東
京
都
中
野
区
白
鷺
二-

三
四-

五 

団
体
名 

 

公
益
社
団
法
人 

日
本
吟
道
学
院
公
認 

南
洲
吟
道
会 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三-

三
三
三
〇-

七
〇
〇
九 

葬場祭の祭壇風景 

龍暘先生の喪主挨拶 
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〇 

弔 

辞 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

赤
池
龍
徳 

  
 

謹
ん
で
故
吉
永
洲
神
先
生
の
ご
霊
前
に
お
別
れ
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

洲
神
先
生
が
生
み
の
親
で
、
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
南
洲
吟
道
会
が
、
当
年 

四
十
五
歳
の
立
派
な
成
人
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
五
月
二
十
六
日
に
、 

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
吟
道
大
会
が
企
画
さ
れ
、
構
成
吟
の
部
で
は
、
吉 

永
洲
神
先
生
の
書
か
れ
た
脚
本
『
あ
あ
大
西
郷
』
も
演
じ
ら
れ
る
手
筈
で
、
万 

端
整
い
、
そ
の
日
を
待
っ
て
い
た
矢
先
、
先
生
の
訃
報
に
接
し
、
誠
に
残
念
で
、 

痛
恨
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

私
が
南
洲
吟
道
会
に
入
会
し
て
、
先
生
の
ご
指
導
を
頂
く
事
に
な
っ
た
の
は 
 
 
 
 

 

平
成
九
年
の
十
一
月
か
ら
で
、
爾
来
二
十
一
年
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
見
学
に 

と
い
う
こ
と
で
伺
い
ま
し
た
が
、
先
生
の
お
話
を
伺
う
内
に
こ
れ
ぞ
わ
が
師
と 

確
信
し
、
即
日
入
会
の
手
続
き
を
し
た
次
第
で
す
。 

 
 

先
生
は
西
郷
南
洲
翁
の
遺
訓
「
敬
天
愛
人
」
の 

精
神
即
ち
天
を
敬
い
大
自
然
に
従
い
我
を
愛
す
る 

心
を
以
て
人
を
愛
す
る
、
思
い
や
り
の
精
神
を
戴 

し
、
吟
道
を
通
じ
て
報
恩
の
心
を
養
い
か
つ
実
践 

す
べ
し
と
い
う
、
会
則
第
三
条
に
も
掲
げ
ら
れ
ま 

し
た
。 

ま
た
、
詩
歌
の
朗
吟
は
詩
歌
の
心
を
良
く
読
み 

 

取
っ
て
詩
情
を
理
解
し
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
胸
を 

張
り
、
腹
の
底
か
ら
発
声
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と 

教
示
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

私
達
は
吟
道
精
神
を
戴
し
先
生
の
教
え
を
守
り
、 

一
層
努
力
す
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。 

洲
神
先
生
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
一
日 

 

 

南
洲
吟
道
会
代
表 

洲
神
会 

 

赤
池
龍
徳 

  

 
 

〇 

弔 

辞 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

平
松
龍
宝 

 
 

 
 

洲
神
先
生
!! 

 
 

 
 

と
う
と
う
こ
の
日
が
や
っ
て
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

玉
枝
ち
ゃ
ん
と
よ
ば
れ
『
私
に
つ
い
て
き
な
さ
い
』
と
云
っ
て
下
さ
い 

ま
し
て
か
ら
二
十
六
年
、
先
生
の
お
人
柄
に
ふ
れ
楽
し
く
勉
強
を
さ
せ
て 

頂
き
ま
し
た
。
頑
固
で
曲
っ
た
こ
と
が
大
嫌
い
、
寂
し
が
り
屋
で
、
底
抜 

け
の
お
人
好
し
、
私
達
会
員
は
そ
ん
な
先
生
が
大
好
き
で
し
た
。
凛
々
し 

い
舞
台
姿
に
あ
こ
が
れ
心
揺
さ
ぶ
る
吟
声
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

先
生
が
遺
し
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
『
下
手
で
も
良
い
か
ら
心
を
込
め
て 

吟
じ
な
さ
い
』
し
っ
か
り
と
肝
に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 

 
 

五
月
に
は
、
先
生
の
会
の
四
十
五
周
年
大
会
で
す
。
龍
暘
先
生
、
龍
奏 

先
生
、
会
員
一
同
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
見
守
っ
て
い
ら
し
て
下
さ
い
。 

さ
よ
う
な
ら
は
申
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
心
の
中
に
は
、
先
生
が
い
つ 

ま
で
も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
大
好
き
な
洲
神
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。
最
初
で
最
後
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
で
す
。 

 

 
 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
一
日 

 

国
分
寺
会
会
長 

 

平
松
龍
宝 
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〇 

南
洲
吟
道
会
創
立
四
十
五
周
年
記
念
大
会 

  
 
 
 

感
謝
の
集
い 

吟
道
大
会 

 
 
 

 
 

日
時 
令
和
元
年
五
月
二
十
六
日(

日)
 

開
場
午
前
九
時 

 
 

会
場 

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ 

コ
ス
モ 

十
三
階 

 

開
演
午
前
十
時 

 

㈠ 
 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

 
 

「
南
洲
吟
道
会
創
立
四
十
五
周
年
を
祝
す
」 

 
 

手
塚
憲
祥
作 

会
長
吟
詠 

 
 
 

吉
永
龍
暘 

舞 
 
 
 
 

 
 
  

神
宗
流
剣
詩
舞
道
一
同 

 

㈡ 

修
礼
・
国
歌
斉
唱
・
吟
道
精
神
斉
唱
・
物
故
者
へ
の
黙
祷
・
開
会
の
言
葉 

㈢ 

会
員
吟
詠
（
第
一
部
・
第
二
部
・
第
六
部
・
第
十
部
・
第
十
一
部
） 

㈣ 

構
成
吟 

第
三
部
「
良
寛
を
訪
ね
て
」
第
八
部
「
あ
ゝ
大
西
郷
」 

㈤ 

式
典 

 

㈥
薩
摩
琵
琶
「
那
須
の
与
一
」
第
十
部
・
第
十
一
部
・
）
第
四
部 

㈦ 

ご
招
待
吟
詠 

（
第
九
部
、
第
十
二
部
）
㈧ 
理
事
長
吟
詠 

第
十
三
部 

 

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
  

〇 

青
少
年
大
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍
暘
会
第
二
教
場 

菊
田
龍
瑞 

  
 
 
 
 
 

春
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
の
土
曜
日
、
孫
と
一
緒
に
参
加
す
る
青
少
年 

 
 
 
 
 

大
会
に
参
加
、
孫
の
名
は
足
立
英
美
佳
、
小
学
校
に
入
学
し
て
す
ぐ
の 

四
月
か
ら
教
え
始
め
た
詩
吟
、
俄
か
仕
込
み
で
も
頑
張
っ
て
つ
い
て
来 

て
く
れ
た
詩
舞
、
本
当
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
負
け
ん
気 

が
強
い
分
、
勝
負
に
は
燃
え
る
タ
イ
プ
、
そ
れ
が
幸
い
し
て
い
る
の
と
、

音
感
が
良
い
の
も
、
本
人
の
力
量
に
「
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
」
。 

そ
ん
な
孫
と
週
一
回
の
お
稽
古
を
こ
な
す
日
々
、
私
に
は
と
っ
て
も
良 

い
刺
激
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

今
回
の
舞
は
「
赤
と
ん
ぼ
」
、
芝
居
風
に
し
た
り
、
ま
と
も
に
詩
舞 

の
振
り
付
け
の
振
り
を
つ
け
、
可
愛
ら
し
さ
も
表
現
で
き
、
一
緒
に
踊

れ
た
の
が
私
と
し
て
も
良
い
思
い
出
に
な 

り
ま
す
。
幸
せ
な
こ
と
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

孫
は
自
分
の
結
果
を
知
り
た
く
思
っ 

て
い
る
よ
う
で
す
。
頑
張
っ
て
い
る
か 

ら
知
り
た
い
の
で
し
ょ
う
。
孫
は
、
合 

唱
団
に
も
参
加
し
て
い
て
、
そ
の
他
、 

色
々
な
サ
ー
ク
ル
に
も
参
加
し
て
い
ま 

す
。
い
つ
ま
で
や
っ
て
く
れ
る
か
な
？ 

高
学
年
に
な
っ
た
ら
、
塾
も
は
い
っ
て 

く
る
し
・
・
・
そ
れ
で
も
今
や
っ
て
い 

る
こ
と
は
大
き
く
な
っ
た
時
に
は
何
ら 

か
の
役
に
立
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い 

か
と
ひ
そ
か
に
楽
し
み
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

人
前
で
発
表
す
る
気
恥
ず
か
し
さ
も
、
少
し
ず
つ
も
ら
え
る
勇
気
。 

 
 
 
 
 

思
い
通
り
に
出
来
な
か
っ
た
時
の
悔
し
さ
も
、
貴
重
な
経
験
の
財
産 

 
 
 
 
 

い
つ
ま
で
続
け
て
く
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
本
人
が
欲
し
い
と 

 
 
 
 
 

言
っ
て
い
る
ト
ロ
フ
ィ
が
頂
け
る
よ
う
に
精
一
杯
後
押
し
を
し
つ
つ 

 
 
 
 
 

来
年
も
頑
張
っ
て
青
少
年
大
会
に
出
吟
出
来
る
よ
う
に
、
共
に
頑
張 

 
 
 
 
 

り
ま
す
。
応
援
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

会場の後方で、静かに出場の皆さんの 

活躍を喜んで見守っていました。 

 

見守っています 

喜んでいます 

オープニングの龍暘先生の吟詠と 

神宗流の方々の舞 
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〇 

壮
心
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た 

 
 

 

白
鷺
教
場 

山
田
恵
美
子
（
瓔
龍
） 

 
 
 

※
（
三
月
二
十
三
日
（
土
）
に
青
少
年
大
会
と
同
日
に
「
壮
心
の
集
い
」
が
開
催

さ
れ
、
南
洲
吟
道
会
の
山
田
瓔
龍
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
の
全
国

大
会
に
も
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。
） 

  
 
 

 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
三
日
、
春
雨
の
中
、
東
京
墨
田
区
ト
リ
ホ
ニ
ー
に 

於
い
て
「
第
五
十
四
回
吟
道
青
少
年
大
会
」
と
「
壮
心
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ 

し
た
。
全
国
各
地
よ
り
、
将
来
の
吟
界
を
背
負
っ
て
立
つ
可
愛
く
も
逞
し
い
少 

年
少
女
や
青
年
達
が
、
素
晴
ら
し
い
吟
を
、
競
い
合
い
ま
し
た
。
私
は
、
幸
い 

東
京
地
区
の
壮
心
の
集
い
の
代
表
と
な
り
、
更
に
光
栄
に
も
、
壮
心
大
賞
を
受 

賞
す
る
と
い
う
大
き
な
栄
誉
を
頂
き
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

当
日
は
初
め
に
、
龍
暘
先
生
の
ご
指
導
を
思
い
起
こ
し
，
前
奏
の
流
れ
と
と 

 
 
 

も
に
、
腰
を
据
え
、
深
い
深
呼
吸
を
二
回
し
て
、
吟
題
と
作
者
名
を
云
う
と
気 

 
 
 

持
ち
が
落
ち
着
き
ま
し
た
。
雪
の
降
る
中
、
三
人
の
子
を
連
れ
て
芳
野
山
に
落 

 
 
 

ち
て
行
く
常
盤
御
前
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
転
句
の
「
他
年
鉄
枴
」
か 

ら
は
、
頭
高
型
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
強
い
吟
調
の
処
を
気
持
ち
を
込
め
て
吟
ま
し 

た
。 

 
 
 
 

私
の
日
頃
の
欠
点
は
、
生
ま
れ
た
土
地
の
訛
り
や
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
標
準
語 

と
逆
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
苦
労
し
ま
し
た
が
、
龍
暘
先
生
の
懇
切
丁
寧
な
ご 

指
導
に
沿
っ
て
、
吟
じ
ら
れ
た
の
で
、
大
変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

さ
て
、
平
成
の
世
も
終
わ
り
を
告
げ
て
、
新
元
号
は
万
葉
集
巻
第
五
「
梅
花 

の
歌
」
の
序
文
を
取
り
入
れ
た
「
令
和
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
和
歌
の
よ
う 

に
「
美
し
く
、
優
し
く
，
清
々
し
く
」 

元
号
に
合
っ
た
生
き
方
を
…
と
吟
道 

に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

吉
永
龍
暘
先
生
を
始
め
諸
先
輩
の 

方
々 

の
ご
指
導
を
受
け
、
会
員
の 

 
 

皆
様
と
心
を
一
つ
に
し
て
、
南
洲
吟 

道
会
の
益
々
の
発
展
の
為
、
微
力
で 

は
あ
り
ま
す
が
頑
張
り
た
い
と
思
っ 

て
い
ま
す
。 

 
 
 

〇 

思
い
か
け
ず
頂
き
ま
し
た
。
文
部
科
学
大
臣
賞 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍
暘
会 

第
二
教
場 

菊
田
龍
瑞 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

情
緒
あ
ふ
れ
る
下
町
「
浅
草
」
で
の
全
国
大
会
、
場
所
的

に
も
会
場
も 

ち
ょ
っ
と
な
れ
な
い
場
所
で
し
た
が
、
「
江

戸
芸
か
っ
ぽ
れ
」
で
賑
や
か
に
幕
開
け
を
迎
え
ま
し
た
。
も 

と
も
と
私
は
下
町
う
ま
れ
、
賑
や
か
な
も
の
は
大
好
き
人
間
で
す
。 

 
 
 
 

残
念
な
こ
と
に
、
一
部
の
出
番
で
し
た
の
で
見
る
こ
と
叶
わ
ず
、
そ
の
分
発

声
練
習
代
わ
り
に
「
九
段
の
桜
」
精
一
杯
聲
を
出
し
て
の
合
吟
に
参
加
。
そ
の 

 
 

 

後
の
第
二
部
「
吟
士
権
者
最
終
認
定
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
備
え
ま
し
た
。 

 
 

 
 

何
度
と
な
く
舞
台
に
立
っ
て
き
ま
し
た
が
、
心
臓
に
悪
い
状
況
に
置
か
れ
る

の
は
同
じ
、
平
成
十
四
年
に
漢
詩
部
門
で
、
吟
士
権
者
に
認
定
し
て
頂
い
た
後
、 

 
 

 

か
れ
こ
れ
十
年
ほ
ど
和
歌
を
挑
戦
し
て
お
り
ま
し
た
。
ブ
ー
ビ
ー
賞
だ
っ
た
の

で
す
。
「
あ
と
ち
ょ
っ
と
だ
ね
！
」
と
聞
こ
え
る
言
葉
、
私
の
和
歌
の
い
け
な

い
と
こ
ろ
教
え
て
ほ
し
い
な
？
！
と
思
い
つ
つ
、
思
い
切
っ
て
俳
句
に
挑
戦
し
、

二
位
、
翌
年
吟
士
権
に
認
定
、
更
に
次
の
年
は
新
体
詩
「
帰
郷
」
に
挑
戦
し
、

絶
句
し
て
敗
退
、
「
空
っ
ぽ
の
心
」
で
再
挑
戦
し
認
定
・
・
・
そ
ん
な
履
歴
が

あ
り
ま
す
。
残
り
「
和
歌
」
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
過
去
が
蘇
り
ま
す
。 

 
 
 
 

選
ん
だ
吟
題
は
、
あ
い
だ
み
つ
お
作
「
道
」
で
し
た
。 

 
 
 
 

『
か
え
り
み
る 

ゆ
と
り
な
け
れ
ど 

と
も
か
く
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
の
ち
い
か
さ
れ 

あ
ゆ
み
き
し
み
ち
』 

 
 

 
 

来
年
、
奄
美
大
島
に
は
心
置
き
な
く
遊
び
に
行
き
た
い
。
今
度
で
最
後
に
し 

た
い
。
舞
台
袖
で
見
た
大
き
な
カ
ッ
プ
。
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
で
頂
い
た
こ
と
が 

あ
る
な 

と
、
吟
士
権
者
の
カ
ッ
プ
は
？
・
・
・ 

吟
士
権
者
の
カ
ッ
プ
は
？ 

無
い
み
た
い
と
お
役
の
方
々
が
会
話
し
て
い
る
の
を
聞
き
な
が
ら
、
待
機
し
て

い
ま
し
た
。
松
山
さ
ん
の
名
を
呼
ば
れ
「
嗚
呼
、
良
い
吟
だ
っ
た
」
彼
の
吟
を

思
い
浮
か
べ
、
最
後
に
私
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
時
に
は
ほ
っ
と
し
て
嬉
し
か
っ

た
。
そ
れ
だ
け
で
も
最
高
で
し
た
。
そ
し
て
「
文
部
大
臣
柴
山
昌
彦
」
と
聞
い

た
時
の
私
は
、
多
分
顔
中
満
面
の
笑
み
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

懇
切
丁
寧
に
詩
文
の
持
つ
醍
醐
味
を
ご
指
導
下
さ
っ
た
龍
暘
先
生
。
共
に
喜
ん

で
下
さ
っ
た
仲
間
た
ち
、
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、
こ
れ
か
ら
も
詩
吟
と
共
に
学

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
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〇 

菊
田
先
生
の
文
部
科
学
大
臣
賞
及
び
四
冠
を
祝
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
塚
憲
祥
（
指
導
局
次
長
） 

 
 
 
 
 

 

令
和
佳
気
満
天
地 

 
 
 

 

令
和

れ

い

わ

の
佳 か

気 き 

天
地

て

ん

ち

に
満 み

ち 

喜
聴
扶
桑
第
一
栄         

喜
よ
ろ
こ

び
聴 き

く 

扶
桑

ふ

そ

う

第
一

だ
い
い
ち

の
栄

ほ
ま
れ 

 
 
 
 
 

絶
妙
名
吟
正
無
匹         

絶
妙

ぜ
つ
み
ょ
う

の
名
吟

め
い
ぎ
ん 

正 ま
さ

に
匹 た

ぐ

い
無 な

く 

 
 
 
 
 

多
年
精
進
遂
功
成         

多
年

た

ね

ん

精
進

し
ょ
う
じ
ん

し
て 

遂 つ
い

に
功 こ

う

成 な

る 

（
踏
落
庚
韻
） 

 
 

佳
気 

め
で
た
い
気 

扶
桑
第
一 
日
本
一 

無
匹 

匹
敵
す
る
も
の
が
な
い 

 
 
 
 

令
和
元
年
五
月
三
十
一
日 

日
本
吟
道
全
国
大
会 

於
浅
草
公
会
堂 

 

〇 

第
六
十
九
回 

日
本
吟
道
全
国
大
会
・ 

  
 

 

と
き 

 

令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
（
金
） 

開
場
：
九
時
十
五
分 

開
演
：
九
時
四
十
五
分 

 
 

と
こ
ろ 

台
東
区
立 

浅
草
公
会
堂
ホ
ー
ル 

 
 
 
 

 

第
一
部
３
番 

南
洲
男
子
『
偶
感
』 

 

 
 
 
 

 

第
一
部
８
番 

南
洲
女
子
『
九
段
の
桜
』 

  
 
 
 
 

特
別
構
成
番
組 

 

『
お
札
モ
デ
ル
の
ぶ
ら
り
旅
』 

 

 
 

※ 

式
典
に
て
吉
永
龍
暘
先
生
が 

「
宗
元
」
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

〇 

平
成
三
十
一
年
度
事
業
報
告 

 
         

前
半
に
予
定
の
も
の 

(

指
導
局) 

  

平
成
三
十
一
年
度
春
季
昇
段
審
査 

 

 
 
 

 
 

 
 

四
月
十
三
日(

日) 

結
果
報
告
、 

昇
段
審
査
会
が
白
鷺
高
齢
者
会
館
に 

於
い
て
粛
々
と
実
施
さ
れ
、
次
の
通
り 

審
査
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
春
季
昇
段
者
名
簿
】 

初
段 

澤
口
三
吟 

 

初
段 

亀
井
即
吟 

 
 

初
段 

足
立
英
吟 

 

二
段 

新
妻
眞
吟 

二
段 

牧
野
小
吟 

 

初
伝 

安
齊
治
洲 

三
段 

比
企
春
洲 

 

中
伝 

大
滝
和
水 

 
 

中
伝 

伊
藤
文
水 

 

六
段 

春
山
美
水         

 
 

六
段 

三
上
瑠
水   

 

六
段 

高
木
里
水 

七
段 

野
澤
純
城 

準
師
範 

春
山
美
水 

 
 

九
段 

茂
呂
真
祥   

 

秀
伝 

小
室
慶
龍 

 

 

十
段 

猪
浦
雅
龍 

 

十
段 

肱
岡
宏
龍 

総
伝 

稲
葉
龍
誠 

 

以
上
十
九
名
の
方
々
が
合
格
で
す
。
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。 

益
々
の
ご
活
躍
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   
 
 

本

部

便

り

 

 

◎ 

新
入
会
員
の
ご
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

総
務
局) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

座
間
会 

 
 
 

秋
元
多
美
子
さ
ん
（
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
四
日
） 

 
 
 
 

 
 

 
 

座
間
会 

 
 
 

木
下
多
美
子
さ
ん
（
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
四
日
） 

 
 
 
 

 
 

 
 

鷺
宮
教
場 

 
 

黒
田
町
子
さ
ん 

（
平
成
三
十
一
年
四
月
四
日
） 

 
 

 
 

か
な
で
教
場 

 

秋
山 

隆
さ
ん 

（
平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
） 
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広
報
局
長 

佐
藤
龍
廣 

 

記
録
部
長 

 

稲
葉
誠
龍 

広
報
部
長 

萩
野
進
龍 

 

オ
ブ
ザ
バ
ー 

手
塚
憲
祥 

編
集
部
長 

曽
根
龍
富 

 

Ｈ
Ｐ
担
当   

菊
地 

務 

 

編 

集 

後 

記 
 

編 

集 

後 

記 
 

 

〇 

吟
行
研
修
会 

  
 

 
 

日
時 

 

令
和
元
年
五
月
三
十
一
日(

金)

か
ら
六
月
一
日(

土) 

 
 

 
 

行
先 

 

栃
木
県
『
一
吟
洗
心
の
杜
』
を
訪
ね
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
顕
彰
の
碑
』
の
除
幕
式
・
式
典
に
参
加 

 
 
 
 

宿
泊 

 

那
須
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド 

 

〇 

吟
行
研
修
会
に
参
加
し
て 

 
 

鷺
宮
教
場 

肱
岡 

宏
龍
（
事
業
本
部
部
員
） 

  
 

 

令
和
元
年
の
吟
行
研
修
会
は
、
日
本
吟
道
学
院
の
『
一
吟
洗
心
の
杜
』
を
訪
ね 

る
こ
と
で
し
た
。
こ
こ
は
、
日
本
吟
道
学
院
の
普
及
功
労
者
を
顕
彰
す
る
杜
と
し 

て
、
平
成
二
年
六
月
二
十
三
日
、
創
立
者
で
あ
る
、
渡
邉
龍
神
を
顕
彰
し
て
、「
一 

吟
洗
心
」
の
塔
を
建
立
し
、
そ
の
後
に
、
学
院
の
普
及
功
労
者
を
石
碑
に
名
を
刻 

み
、
顕
彰
す
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。 

そ
の
碑
は
、
本
年
四
基
目
と
な
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
除
幕
式
を
、
吟
行
研
修 

の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
自
身
，
今
ま
で
は
写
真
で
し
か
知
ら
な 

か
っ
た
の
で
、
今
回
見
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
場
所
に
立
っ
て
、
顕
彰
さ
れ
て
い 

る
方
々
の
吟
道
に
対
す
る
心
と
指
導
者
と
し
て
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。 

 
 
 

今
回
除
幕
し
た
四
基
目
に
は
、
吉
永
龍
暘
先
生
の
名
前
が
新
し
く
刻
ま
れ
て
お 

り
、
そ
の
前
に
あ
る
三
基
目
に
は
、
吉
永
洲
神 

先
生
の
名
前
が
刻
印
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
二 

人
と
も
、
そ
の
名
前
が
、
今
自
分
が
詩
吟
を
続 

け
て
い
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感 

し
ま
し
た
。 

龍
暘
先
生
に
は
今
後
共
指
導
受
け
な
が
ら
頑 

 
 

張
っ
て
行
き
た
い
と
、
こ
こ
ろ
を
引
き
締
ま
る 

思
い
で
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
将
来
は
研
修
所 

と
し
て
使
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
話
で 

し
た
。 

南
洲
吟
道
会
も
洲
神
先
生
が
創
立
し
四
十
五 

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
更
に
前
進
し
て
行
く
こ 

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。 

日
本
吟
道
学
院
の
全
国
大
会
終
了 

後
に
、
研
修
会
に
バ
ス
で
直
ち
に 

、
出
発
し
ま
し
た
。 

南
洲
吟
道
会
か
ら
は
、
参
加
者
は 

五
名
で
し
た
が
、
龍
暘
先
生
の
新
た 

に
刻
ま
れ
た
名
前
と
洲
神
先
生
の
名 

前
の
あ
る
顕
彰
碑
を
、
添
付
写
真
の 

通
り
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

一
吟
洗
心
の
杜
に
、
最
初
に
植
え
ら 

れ
た
樹
木
は
大
木
に
育
ち
「
一
吟 

洗
心
の
塔
」
を
覆
っ
て
い
ま
し
た
。 

（
佐
藤
龍
廣 

記
） 

      

▼ 
 

今
回
の
「
敬
天
愛
人
」
五
十
号
は
「
令
和
時
代
」
に
改
元
さ
れ
、
最
初
の 

 
 

 

発
刊
で
あ
る
。 

 
 

 
 

南
洲
吟
道
会
の
定
時
総
会
時
に
（
七
月
十
五
日
）
に
会
員
の
皆
様
に
紙
に 

印
刷
さ
れ
た
も
の
を
配
布
で
き
る
よ
う
に
、
完
成
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
勿
論 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。
原
稿
は
普
段
よ
り
多
く
集
り
ま
し 

た
の
で
、
六
頁
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

吉
永
洲
神
先
生
が
創
設
さ
れ
た
南
洲
吟
道
会
は
四
十
五
周
年
の
輝
か
し
い 

歴
史
を
踏
襲
、
吉
永
龍
暘
新
理
事
長
、
吉
永
龍
奏
新
会
長
の
体
制
と
な
り
、 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
た
な
体
制
で
、
一
層
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま 

す
。 

（
広
報
局
編
集
部
長 

曽
根
龍
富 

記
） 

 


